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国際保健医療看護演習(2300307)

国際保健医療看護演習(54205)
田中和奈
前期 1  選択
金・4～5

■授業の目標・概要
諸外国の文化、資源、環境など、健康に関する様々な考慮すべき視点について考える。前半の講義では、国際保健医療の第一線で

活躍する専門家の報告などから世界の健康問題の動向と取り組みを学ぶ。さらに、海外研修により他国の看護教育、保健医療シス

テム、エイズなどの感染症対策などについて学び、国際的視点から保健医療活動の実際を理解する。（講義10時間・海外研修20時

間）

■学習の到達目標
伝統や風習などによる健康への意識と健康行動の違いを理解し、グローバルな視点で保健医療活動ができる基礎を養うことを目標

とする。

■授業方法・形式
講義・グループワーク・プレゼンテーション・海外研修

■授業計画
1.学内講義：日本・タイ・米国・英国の保健医療システム 

2.学内講義：【グループワーク】日本とタイの保健医療政策：感染症対策・周産期医療・伝統医療 

3.学内講義：北タイアカ族の子どもたちの支援と性意識 

4.学内講義：フィリピン貧困地区で活躍する助産師の活動と教育支援 

5.学内講義：【グループワーク発表】日本とタイの保健医療政策：感染症対策・周産期医療・伝統医療 

6.チェンマイ大学海外研修：タイの看護教育 

7.チェンマイ大学海外研修：タイの伝統医療 

8.チェンマイ大学海外研修：タイの伝統医療施設見学実習 

9.チェンマイ大学海外研修：タイの保健医療システム 

10.チェンマイ大学海外研修：タイにおけるナースプラクティショナーの役割 

11.チェンマイ大学海外研修:コミュニティホスピタル見学実習 

12.チェンマイ大学海外研修：HIV感染予防対策 

13.チェンマイ大学海外研修:コミュニティホスピタル見学実習 

14.チェンマイ大学海外研修：タイにおける周産期医療 

15.チェンマイ大学海外研修：周産期医療施設見学実習

■成績評価の基準
前半講義に関するレポート30％、海外研修中の取り組み50%、研修後のレポート20％

■授業時間外の課題
国際的な健康問題についてテレビ・新聞・インターネットを通じて発信されている情報に関心をもち、理解に努める。

■メッセージ
国際的な健康問題について関心を持って講義と研修に臨んでください。

■教材・教科書
これからの国際看護学―国境を越えた看護実践のために―．守本とも子監著．ピラールプレス．

■参考書


